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平成9年度COD年平均値

23mg/4
(採水場所：手劉沼中央地点）
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７
月
訓
日
（
士
）
午
後
７
時

写

、

か
ら
Ｓ
時
釦
分

h

B

l

親
子
体
験
コ
ー
ナ
ー

①
紙
す
き
教
室

牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
で

手
製
は
が
き
を
作
ろ
う

▽
日
時
７
月
空
日
（
木
）
、
四
日

（
木
）
い
ず
れ
も
午
前
９
時
如
分
か
ら

午
後
０
時
犯
分

▼
定
員
各
日
と
も
親
子
７
組

▼
持
参
バ
ス
タ
オ
ル
ー
枚
、
タ

オ
ル
５
枚

②
ミ
ニ
縁
台
づ
く
り
教
室

▽
日
時
７
月
型
日
（
土
）
午
前
９

時
”
分
か
ら
皿
時
犯
分

▽
定
員
穆
十
、
組

③
石
け
ん
作
り
教
室

廃
食
油
を
使
っ
て
石
け
ん
作
り

親
子
リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
拠
点
「
ふ
れ
あ
い
エ
房
」
で
は
、
夏

休
み
期
間
を
利
用
し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
世
代
間
の
ふ

れ
あ
い
を
テ
ー
マ
に
「
親
子
リ
サ
イ
ク
ル
ま
つ
り
」
を
開
催

し
ま
す
。
夏
の
ひ
と
と
き
を
、
工
房
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

Ⅶ

零 ▼
；

今
年
も
手
賀
沼
浄
化
の
願
い
を

込
め
て
、
我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼

南
町
の
２
市
１
町
合
同
で
、
手
賀

沼
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

夜
空
を
彩
る
１
万
５
０
０
０
発

の
花
火
を
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
７
月
別
日
王
）
午
後
７

時
か
ら
８
時
”
分
（
た
だ
し
、
雨

天
・
荒
天
の
場
合
は
８
月
１
日
、

ま
た
は
７
日
に
延
遡

▼
打
ち
上
げ
場
所
下
図
参
照

《
交
通
規
制
》

当
日
は
、
会
場
周
辺
に
お
い
て

午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
交
通
規

制
（
下
図
参
照
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
手
賀
沼
公
園
か
ら
北
柏
ま
で
の

を
し
て
み
ま
せ
ん
か

》
日
時
７
月
型
日
（
土
）
、
８
月

８
日
（
日
）
、
塑
日
（
土
扇
ず
れ
も

王
剛
９
時
犯
分
か
ら
正
午

▼
定
員
各
日
と
も
親
子
喧
組

▽
持
参
長
め
の
ゴ
ム
手
袋
、
長

袖
シ
ャ
ツ
、
ズ
ボ
ン
、
ク
ッ
キ
ー

用
の
型
抜
き
、
マ
ス
ク

④
き
よ
う
け
ち
染
め
う
ち
わ
作
り

教
室和

紙
を
染
め
て
手
製
う
ち
わ
を

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う

▼
日
時
８
月
率
日
（
木
）
、
幻
日

（
金
）
い
ず
れ
も
午
前
９
時
如
分
か

ら
皿
時
”
分

▼
対
象
・
定
員
両
日
参
加
で
き

る
方
、
親
子
、
組

道
路
は
、
終
日
駐
車
禁
止
で
す
。

各
会
場
へ
は
電
車
、
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
き
い
。

▼
持
参
古
い
う
ち
わ

囹
参
加
費
い
ず
れ
の
教
室
も
無

斗捌囹
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
各

教
室
と
も
誼
話
で
ふ
れ
あ
い
工
房

運
営
協
議
会
冥
廼
５
５
０
０
へ

※
い
ず
れ
も
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト

か
さ

使
わ
な
く
な
っ
た
傘
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
利
用
し
、
〃
こ
れ
は
“

と
い
う
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

各
コ
ン
テ
ス
ト
の
１
位
か
ら
３

位
ま
で
の
入
賞
者
に
は
記
念
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

①
傘
の
布
ま
た
は
骨
を
利
用
し
た

ア
イ
デ
ア
作
品

▽
日
時
８
月
６
日
（
金
）
午
前
９

時
犯
分
か
ら
ｎ
時
犯
分

②
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用
し
た
ア

▼手賀沼花火大会会場。交通規制図

な
お
、
我
孫
子
駅
南
口
発
の
阪

東
バ
ス
は
、
午
後
５
時
如
分
以
降

第
一
小
学
校
経
由
に
な
り
ま
す
。

イ
デ
ア
作
品

▽
日
時
８
月
７
日
王
）
午
前
９

時
釦
分
か
ら
ｎ
時
如
分

園
持
参
自
分
で
使
用
す
る
材
料

圏
申
し
込
み
方
法
当
日
、
直
接

ふ
れ
あ
い
工
房
へ

廃
材
壱
利
用
し
た
エ
作
コ
ー
ナ
ー

ふ
れ
あ
い
工
房
に
あ
る
廃
材
と

備
え
付
け
の
工
具
類
を
利
用
し
て
、

親
子
で
組
木
作
り
や
自
由
な
工
作

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
８
月
加
日
（
金
）
か
ら
塑

日
（
日
）
午
前
９
時
如
分
か
ら
ｎ
時

”
分
禿
だ
し
、
空
日
を
除
く
）

含
郵
自
宇
と
お
の
幸
℃
一
つ
や
の

修
理
特
別
相
談

家
庭
に
あ
る
こ
わ
れ
た
家
具
類

や
お
も
ち
ゃ
を
、
工
房
に
持
っ
て

き
て
直
そ
う
よ
。

《
家
具
の
修
理
》

▼
日
時
７
月
訓
旦
士
）
午
前
、

惨問い合わせ手黄沼花火大会実行委員会

症(82)3131、または市商工観光課云(85)1111
※当日は、テレホンサービス蚕0180-994187

（午前8時から）をご利用ください。

国
民
年
金
は
、
老
後
や
万
一

の
病
気
・
ケ
ガ
等
で
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を

受
け
て
生
活
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

と
こ
ろ
が
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
と
、
万
一
の
と
き
に

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
ば
か
り
か
、
未
納
期
間
が
長

く
な
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎

年
金
き
え
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
本
に
住
む
加
歳
か
ら
麺
歳

ま
で
の
方
は
、
必
ず
国
民
年
金

に
加
入
し
、
年
金
保
険
料
を
納

偽
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

ふ
れ
あ
い
工
房
で
は
、
日
ご
ろ

か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
修
理
の
方

法
や
木
工
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

〈
家
具
修
理
、
手
作
り
木
エ
、
大

工
道
具
の
手
入
れ
・
使
い
方
〉

７
月
・
・
・
休
館
日
（
毎
週
月
畷
且

を
除
く
毎
日
８
月
…
休
館
日
お

時
か
ら
午
後
３
時

《
お
も
ち
ゃ
の
診
断
・
修
理
》

》
日
時
８
月
８
日
（
日
）
、
聖
日

（
日
）
い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
５

時、
リ
サ
イ
ク
ル

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

国民年金保険料の

納め忘れはありませんか

ノ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
３
年
４
月
か
ら

は
学
生
の
皆
ざ
ん
も
必
ず
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
便
利
な
口
座
振
替
を

保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振

替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ｆ

納
付
手
続
き
の
煩
わ
し
さ
や

「
多
忙
の
た
め
、
つ
い
う
っ
か

り
」
と
い
っ
た
納
め
忘
れ
を
気

に
す
る
こ
と
も
な
く
、
大
変
便

利
な
制
度
で
す
。
口
座
の
残
高

を
確
保
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
、

定
期
的
に
指
定
き
れ
た
口
座
か

ら
振
替
納
付
さ
れ
ま
す
。

◎
税
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

納
付
し
た
年
金
保
険
料
は
、

所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告

の
際
に
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
年
金
保
険
料
の
免
除

所
得
状
況
や
そ
の
他
特
別
な

理
由
に
よ
り
保
険
料
（
月
額
１

万
３
３
０
０
円
）
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、
審
査
に
よ
り
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
申
請
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
係

ま
で
ご
相
談
く
だ
き
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

年
金
係
寳
芭
１
１
１
１
内
線

３
２
６
．
３
２
７
．
３
５
５

、

よ
び
”
日
か
ら
廻
日
ま
で
を
除
く

毎
日
、
い
ず
れ
も
午
前
、
時
か
ら

午
後
５
時

〈
古
布
リ
フ
ォ
ー
ム
〉

７
月
・
・
力
日
、
型
日
、
幻
日
、
配

日
８
月
…
５
日
か
ら
７
日
、
哩

日
、
超
日
、
娼
日
、
酔
日
か
ら
率

日
、
い
ず
れ
も
午
前
、
時
か
ら
午

後
５
時

〈
お
も
ち
ゃ
病
院
〉

毎
週
日
腿
日
の
午
後
１
時
か
ら
５

時

ふ
れ
あ
い
工
房
の
利

用
方
法
や
催
し
等
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、

盆
（
配
）
５
５
０
０
へ

烏人と 共存すが ま ちる

測定月

平成11年6月

平成11年5月

平成11年4月

COD値

18mg/4－
…

11mg/4－
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▼表1採用職種。受験資格
市
で
は
、
平
成
皿
年
４
月
採
用

予
定
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

▽
職
種
・
受
験
資
格
表
１
参
照

消
防
士
以
外
の
職
種
は
、
外
国

籍
の
方
も
受
験
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
外
国
緒
の
方
は
「
公
の
意
思

形
成
に
参
画
」
す
る
職
務
に
挑
わ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

しみやずい愛称を 創
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の
力
を
生
か
し
ま
せ
ん
か

採用
予定勤 市

職

職種 受験資格

昭和44年4月2日から昭和53年4月1日までに
生まれた方で、学歴は問いません

｜
事
務
職
一
持

「
１
１
「
鯛
行
政
職

道路愛称検討委員会の
市民委員を募集します

上級 1人

昭和33年4月2日から昭和57年4月1日までに
生まれた方で、学歴は問いません

初級 1人

昭和44年4月2日から昭和53年4月1日までに
生まれた方で、専門課程を修了した方または平
成12年3月31日までに修了見込みの方

技術職

建築 貝
を

1人

日
ご
ろ
何
気
な
く
歩
い
て
い
る

道
で
す
が
、
市
内
の
多
く
の
道
路

に
は
名
前
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

か
つ
て
は
使
わ
れ
て
い
た
歴
史

を
感
じ
さ
せ
る
名
称
も
、
時
の
流

れ
と
と
も
に
消
え
て
し
ま
っ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
生
活
の
ふ
れ
あ

い
の
場
で
あ
る
道
路
に
、
わ
か
り

や
す
く
、
親
し
み
の
も
て
る
愛
称

を
つ
け
る
た
め
の
検
討
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
３
人

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
の
方

（
他
の
審
議
会
等
の
委
員
に
委
嘱
さ

れ
て
い
る
方
は
除
く
）

事
務
職
、
技
術
職
、
福
祉
総
合
職

で
は
「
公
権
力
を
公
使
」
す
る
職

務
に
携
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
受
験
手
続
き
試
験
申
込
書

（
人
事
課
に
用
意
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
パ
ス
ポ
ー
ト
用

と
同
サ
イ
ズ
の
写
真
１
枚
（
無
帽

で
最
近
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

も
の
）
を
の
り
付
け
し
、
職
種
ご

昭和44年4月2日以降に生まれた方で、大学院修士

課程卒業以上で専門課程を修了した方または平成12
年3月3旧までに修了見込みの方､大学で専門課程

を学び2年以上知的障害者の福祉業務に従事した方

福祉総合職Ⅱ類 2人

昭和44年4月2日から昭和55年4月1日までに

生まれた方で、資格を有する方または平成12年
3月31日までに資格を取得見込みの方 募

集

保育士 5人

昭和40年4月2日から昭和55年4月1日までに

生まれた方で、資格を有する方または平成12年

3月31日までに資格を取得見込みの方

看護婦(士） 1人

▼
任
期
２
年

▼
開
催
回
数
月
１
回
程
度

（
平
日
の
昼
間
に
開
催
）

▽
選
定
方
法
選
考
委
員
会
に

よ
り
選
定

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ

「
道
路
の
愛
称
に
つ
い
て
」
の

意
見
や
提
言
を
８
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
８
月
喝
日
（
金
・
消
印
有

効
）
ま
で
に
我
孫
子
１
８
５
８

市
役
所
道
路
課
雪
芭
１
１
１

１
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
応
募
き
れ
た
原
稿
は
公
表
・

返
却
い
た
し
ま
せ
ん

と
の
必
要
書
類
（
表
２
参
照
）
と

と
も
に
、
７
月
弱
日
（
月
）
か
ら
８
月

６
日
（
金
・
消
印
有
効
）
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
ま
で
に
、
我
孫
子
１
８

５
８
市
役
所
人
事
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

▽
試
験
日
９
月
四
日
（
旦

▼
試
験
会
場
我
孫
子
中
学
校

昭和49年4月2日から昭和57年4月1日までに
生まれた方で、学歴は問いません

消防士 4人

’
※身体障害者の方は、表の受験資格に加えて次の要件が必要です。
ア.自力で通勤でき、介護者なしで職務が遂行できる方

イ.活字印刷文による出題に対応できる方

※福祉総合職受験資格の専門課程は、障害児の心理学です。
（臨床心理士､言語聴覚士の認定を受けた方などが対象です）

※消防士は、身長、体重などの受験資格が別に定められています。

申
込
書
の
受
付
は

７
月
訪
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で

（
財
）
我
孫
子
市
都
市
建
設
公

社
で
は
、
平
成
哩
年
４
月
採
用
予

定
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

▽
職
種
一
般
事
務
職

▽
職
務
内
容
公
共
施
設
の
管
理

▼
募
集
人
員
２
人

》
受
験
資
格
昭
和
輻
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
師
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
学
歴
は
問
い

ま
せ
ん

▽
試
験
日
９
月
四
日
（
且

▼
試
験
会
場
我
孫
子
中
学
校

▽
必
要
書
類
．
住
民
票
ま
た
は
運

職
員
採
用
試
験
の
透
明
性
を
よ

り
高
め
る
た
め
に
、
本
人
か
ら
の

請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
試
験

の
総
合
得
点
と
順
位
に
つ
い
て
の

情
報
を
開
示
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
人
事
課
壷
（
蓮

１
１
１
１
内
線
２
３
２

▼表2受験に必要な書類

公
社
職
員
を
募
集

｜
’

試験鰯或績は験

一一〆■／〆ー
本人に開議します

転
免
許
証
の
写
し

▽
受
験
手
続
き
。
問
い
合
わ
せ

試
験
申
込
書
（
公
社
に
用
意
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
パ
ス

ポ
ー
ト
用
と
同
サ
イ
ズ
の
写
真
１

枚
（
無
帽
で
最
近
３
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
も
の
）
を
の
り
付
け
し

必
要
書
類
と
と
も
に
、
７
月
奉
日

（
月
）
か
ら
８
月
６
日
（
金
・
消
印

有
効
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
我
孫
子

１
８
５
８
都
市
建
設
公
社
庶
務
課

（
市
役
所
西
別
館
１
階
）
念
（
芭

１
１
４
４
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

夏
は
、
暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ
る

み
や
開
放
感
な
ど
か
ら
、
泥
棒
や

痴
漢
に
よ
る
被
害
が
多
く
な
る
季

節
で
す
。

最
近
は
、
市
内
で
も
小
学
生
の

女
の
子
を
ね
ら
っ
た
痴
漢
な
ど
の

犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

市
防
犯
協
議
会
で
は
、
市
や
警

察
と
と
も
に
「
夏
の
防
犯
運
動
」

を
実
施
し
、
夏
に
多
発
す
る
犯
罪

の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

カ
ギ
の
確
認
と
参
心
の
戸
締
ま
り
参
で
被
害
の
予
防
を

「
夏
の
防
犯
運
動
」
８
月
訓
日
ま
で
実
施
中

子どもたちを‘‘地域の目''で守ろう

｢こども110雷の家｣に

ご協力を

＊
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

ド
ア
ロ
ッ
ク
を
忘
れ
ず
に

＊
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
離
れ
る
と
き

は
、
ハ
ン
ド
ル
を
ロ
ッ
ク
し
、
ワ

イ
ヤ
ー
錠
を
し
ま
し
ょ
う

＊
自
転
車
を
と
め
る
と
き
は
、
カ

ギ
を
か
け
、
ワ
イ
ヤ
ー
錠
を
し
ま

し
ょ
う

＊
自
転
車
に
は
名
書
き
シ
ー
ル
を

貼
り
、
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

＊
外
出
時
は
、
戸
締
ま
り
を
確
認

し
、
近
所
に
一
声
か
け
ま
し
ょ
う

＊
カ
ギ
は
性
能
の
保
証
き
れ
た
も

の
を
。
玄
関
に
は
、
主
錠
の
ほ
か

に
補
助
錠
を
つ
け
ま
し
ょ
う

＊
家
の
ま
わ
り
の
「
置
き
カ
ギ
」

は
危
険
。
カ
ギ
は
家
族
が
個
々
に

持
ち
ま
し
ょ
う

＊
風
呂
場
の
窓
、
ト
イ
レ
・
ベ
ラ

ン
ダ
の
高
窓
の
施
錠
を
忘
れ
ず
に

＊
夜
は
早
め
に
戸
締
ま
り
し
、
渡

る
前
に
カ
ギ
を
確
か
め
る
習
憧
を

空
き
巣
な
ど
の
予
防

皆
さ
ん
も
一
人
ひ
と
り
が
被
害

の
予
防
を
こ
こ
ろ
が
け
、
楽
し
い

夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
は
、

子
ど
も
た
ち
を
変
質
者
や
痴
漢
な

ど
か
ら
守
る
た
め
に
、
地
域
に
設

趣
さ
れ
た
〃
避
難
場
所
〃
で
す
。

昨
年
度
は
、
一
般
家
庭
や
事
業

乗
り
物
の
盗
難
予
防

一
性
犯
罪
の
予
防

＊
刺
激
的
な
服
装
は
控
え
、
明
る

い
表
通
り
を
歩
き
ま
し
ょ
う

＊
身
を
守
る
た
め
に
、
防
犯
ブ
ザ

ー
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
（
我
孫
子

警
察
署
で
は
８
４
０
円
で
取
り
次

ぎ
を
し
て
い
ま
す
）

》

▽
問
い
合
わ
せ
市
防
犯
協
議
会

寳
理
８
１
９
０
、
我
孫
子
警
察

署
生
活
安
全
課
賓
聖
０
１
１
０

＊
自
転
車
の
前
か
ご
に
ハ
ン
ド
バ

ッ
グ
や
貴
重
品
は
入
れ
な
い
で
。

入
れ
る
と
き
に
は
、
上
に
ネ
ッ
ト

や
カ
バ
ー
を
か
け
ま
し
ょ
う

＊
無
灯
火
の
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ

イ
が
近
づ
い
た
と
き
は
ご
用
心

＊
歩
く
と
き
は
、
車
道
側
の
手
に

バ
ッ
グ
な
ど
を
持
た
な
い
で

所
、
理
容
組
合
な
ど
計
５
９
３

軒
に
設
置
き
れ
、
今
年
度
も
あ

ら
た
に
ｎ
軒
の
協
力
を
得
て
い

ま
す
。

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
子
ど
も

た
ち
を
通
り
魔
的
な
犯
罪
か
ら

守
る
た
め
、
〃
地
域
の
目
々
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
は
、
学
区
の
小
中
学

校
ま
で
ご
連
絡
く
だ
き
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
湖
北
中
学

校
）
壷
（
理
２
０
４
２
、
少
年

セ
ン
タ
ー
壷
（
お
）
１
１
５
１

ひ
っ
た
く
り
被
害
の
予
防

事
業
用
ゴ
ミ
の
屋
外
で
の
燃
焼

行
為
（
野
焼
き
）
は
、
法
律
に
よ

り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
適
正
な
ゴ
ミ
の

処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
小
型
焼
却
炉
で
の
焼
却

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
が
懸

念
き
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
基
本

台
帳
の
電
算
シ
ス
テ
ム
稼
動
に
む

け
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
毎
年
行
っ
て
い

る
小
作
地
の
所
有
状
況
調
査
を
兼

ね
て
い
て
、
権
利
移
動
や
転
用
の

際
の
農
地
面
穣
の
確
認
、
各
種
証

農
地
に
分
家
住
宅
を
建
て
た
り
、
ま
す
。
農
業
委
員
会
で
も
、
手
賀

駐
車
場
に
利
用
し
た
り
な
ど
、
農
沼
・
利
根
土
地
改
良
区
、
市
農
政

地
を
農
地
目
的
以
外
に
利
用
（
農
課
な
ど
と
違
反
転
用
防
止
パ
ト
ロ

地
転
用
）
す
る
場
合
は
、
工
事
着
－
ル
を
行
い
ま
す
。

手
前
に
許
可
が
必
要
で
す
。
農
地
は
、
私
た
ち
の
食
料
を
生

一
時
的
な
資
材
置
き
場
や
農
地
産
す
る
基
盤
で
あ
り
、
環
境
面
で

造
成
、
砂
利
採
取
場
な
ど
に
す
る
も
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。

場
合
も
農
地
転
用
に
な
り
ま
す
。
優
良
な
農
地
は
、
大
切
に
守
る
必

許
可
を
受
け
ず
に
無
断
で
転
用
要
が
あ
る
た
め
、
転
用
に
は
一
定

し
た
り
、
許
可
時
の
事
業
計
画
ど
の
規
制
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
り
に
転
用
し
な
い
場
合
は
、
復
農
業
委
員
会
で
は
、
転
用
に
あ

元
な
ど
の
命
令
が
な
さ
れ
、
罰
金
た
っ
て
の
法
律
上
の
制
限
、
手
続

な
ど
の
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
き
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い

７
月
か
ら
９
月
は
、
農
地
違
反
ま
す
。
転
用
に
際
し
て
は
、
ま
ず

転
用
防
止
対
策
強
化
月
間
。
監
艇
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

視
強
化
活
動
と
し
て
、
県
・
市
で
▼
問
い
合
わ
せ
農
業
委
員
会
云

は
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
露
）
１
１
１
１
内
線
３
６
３

事
業
用
ゴ
ミ
の
野
焼
き
は
禁
止

小
型
焼
却
炉
の
使
用
も
自
粛
を

… 農
地
の
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

無
断
転
用
は
処
罰
の
対
象
に

地基本台帳調

電算化にむけての
重要な調査

~必ず提出を－

家
庭
ゴ
ミ
は
、
小
型
焼
却
炉
で

燃
や
き
ず
、
分
別
し
て
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
不
用
に
な
っ
た
家
庭
用

焼
却
炉
は
、
資
源
回
収
日
に
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
手
蛮
沼
課
公
害

対
策
係
實
芭
１
１
１
１

明
書
の
発
行
、
農
業
委
員
改
選
に

伴
う
選
挙
権
の
有
無
な
ど
に
活
用

き
れ
る
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

７
月
末
に
調
査
表
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
記
載
事
項
を
確
認
・
訂

正
の
？
表
８
月
、
日
（
火
）
ま
で
に

ご
返
送
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
返
送
後
に
記
載
事
項
の

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
農
業
委

員
会
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
農
業
委
員
会
壷

（
芭
１
１
１
１
内
線
３
６
３

一

事務職
消防士

技術職
橘朧f識

保育士

溌鯛㈹

住民票または自動車運転免許証の写し

卒業証明書（卒業見込みの方は卒業
見込証明書）と単位取得証明書

保育士の資格証明書（取得見込みの
方は取得見込証明書）

費格免許証の写し（取得見込みの方
は卒業見込証明書）
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｜
ル
を
守
り
、
思
い
や
り
と
ゆ
ず
り

夏の交通事故防止運動

出
演
．
：
佐
野
史
郎
、
鰐
淵
晴
子
ほ
か

俗
世
間
を
離
れ
て
ひ
と
り
暮
ら
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

す
教
授
の
屋
敷
に
、
不
可
思
議
な
▼
日
時
８
月
畔
日
壬
）
午
後
５

四
人
の
家
族
が
や
っ
て
き
ま
す
。
時
犯
分
開
場
、
６
時
開
演

ビ
ス
コ
ン
テ
ィ
の
映
画
「
家
族
▼
場
所
市
民
会
館

わ
に
ぶ
ち

の
肖
像
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
「
ラ
マ
出
演
佐
野
史
郎
、
鰐
淵
晴
子
、

こ
ひ
な
た
ふ
み
よ

ス
ト
ワ
ル
ッ
」
・
家
族
の
中
に
潜
中
川
安
奈
、
小
日
向
文
世
ほ
か

む
激
し
い
愛
憎
、
孤
独
と
不
安
を
、
▽
入
場
料
前
売
り
３
０
０
０
円
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
描
い
た
ミ
ス
当
日
３
５
０
０
円
（
全
席
指
室

テ
リ
ー
仕
立
て
の
芝
居
で
す
。
※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の

演
出
は
配
年
度
芸
術
選
奨
文
部
入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

じ
ゆ
う
い
李
？
つ
フ

大
臣
蛍
受
賞
の
竹
内
銃
一
郎
さ
ん
。
※
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
介
添

ひ
ん

崩
壊
に
瀕
し
た
家
族
の
再
生
の
人
が
必
要
な
場
合
は
、
本
人
の
み

可
能
性
を
探
る
、
祈
り
の
ド
ラ
マ
入
場
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

７
月
、
日
（
祝
）
か
ら
８
月
加
日

釜
）
ま
で
、
「
夏
の
交
通
事
故
防
止

運
型
を
実
施
し
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

あ
い
の
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

公
演
「
ラ
ズ
ト
ワ
ル
ツ
」

、

7月20日(祝)から8月20日(金)まで

エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
る
前
に

ま
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

市
が
今
年
６
月
に
行
っ
た
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
率
調
査
で
は
、
約

方
％
の
着
用
率
が
あ
り
ま
し
た
。

着
用
率
は
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

運
転
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
助

手
席
や
後
部
座
席
に
乗
っ
て
い
る

人
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

▽
入
場
券
発
売
所
平
賀
書

店
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子

店
、
ブ
ッ
ク
ス
・
ス
ズ
キ
、

荒
井
書
店
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ

ぶ
る
、
ポ
ピ
ー
、
学
友
堂
布

佐
店
、
柏
そ
ご
う
、
柏
高
島

屋
、
取
手
と
う
き
ゅ
う
、
市

民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が
り

》
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
實
芭
１
１

５
１

ま
し
よ
う
。

お
子
さ
ん
に
は

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

来
春
か
ら
は
、
６
歳
未
満
の
お

子
さ
ん
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着

用
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
お
子

さ
ん
を
乗
せ
る
場
合
は
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

壷
（
理
）
０
１
１
０
、
交
通
整
備
課

壷
（
露
）
１
１
１
１

惨
貴
重
な
「
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
」
の
標
本
物
館
冥
芭
２
２
１
２

烏の博物館第29回企画展

新着収蔵標本展'”
シートベルトの締め忘れは
大きな事故につながります一博物館にやってきた烏たち一

人
た
ち
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
、

標
本
の
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
昨
年
収

集
し
た
標
本
を
展
示
し
ま
す
。

北
海
道
で
も
そ
の
姿
を
見
る

こ
と
が
難
し
い
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ

や
、
最
近
、
鉛
中
毒
で
注
目
き

れ
て
い
る
オ
オ
ワ
シ
や
オ
ジ
ロ

ワ
シ
、
北
海
道
の
象
徴
の
よ
う

な
タ
ン
チ
ョ
ウ
な
ど
の
希
少
種
。

さ
ら
に
、
動
物
園
か
ら
の
標

本
査
料
、
海
外
と
の
交
流
に
よ

っ
て
寄
贈
さ
れ
た
標
本
、
国
内

各
地
の
協
力
者
か
ら
届
い
た
資

料
な
ど
を
、
入
手
の
エ
ピ
ソ
ー

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
新
し
い
フ
イ
ル
ム
・
ビ
デ
オ

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
３
２
６
本
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
嘔
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
７
本
、
フ
ィ
ル
ム
・
映
写
機
と
も
無
料

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
３
本
を
購
入
し
、
で
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
ご
家
庭

現
在
、
暉
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
２
８
７
で
映
画
会
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

本
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）
な
お
、
巧
ミ
リ
映
写
機
を
操
作

鳥
の
博
物
館
で
は
、
多
く
の

童
⑨
夜
に
は
映
画
を
ど
う
ぞ

犠害署{の薦
篭圃靭の際I雛湘議を

性犯罪の被害者には
女性警察官が対応します0 0

千
葉
県
警
察
で
は
、
犯
罪
の
被

害
者
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
性
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
専
門

の
女
性
警
察
官
が
同
性
の
立
場
で
、

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
泣
き
寝
入
り
せ
ず
に
、

勇
気
を
も
っ
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
我
孫
子
警
察
署
刑
事
課
冥
堅

０
１
１
０
（
性
犯
罪
な
ど
の
相
談
）

◎
電
車
内
で
の
痴
漢
被
害
等
相
談

（
鉄
道
警
察
隊
）
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ボイ捨て職耀はやめて
国道6号線北側の農道で
ドライバ ー に 呼 び か け

三野縄

『．、1

しc

W

し色 ／

１
４
Ⅱ

埼瞳

--.--←。

市
内
の
山
林
や
農
地
な
ど
で
、

テ
レ
ビ
や
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
さ

ら
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
く
ず
な
ど

の
建
築
廃
材
が
、
不
法
投
棄
さ
れ

て
い
る
の
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

す
る
た
め
に
は
、
咽
ミ
リ
映
写
機

操
作
講
習
修
了
証
が
必
要
で
す
。

◎
新
着
お
ミ
リ
フ
イ
ル
ム

＊
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
（
空
分
・

写
真
）

＊
ア
ニ
メ
落
語
館
四
「
転
失
気
」

（
塑
分
）

＊
ゆ
う
か
ん
な
十
人
の
き
ょ
う
だ

い
（
、
分
）

＊
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ユ
（
、
分
）

＊
に
じ
い
ろ
の
ふ
し
ぎ
な
い
し

（
喧
分
）

＊
よ
う
こ
そ
！
エ
コ
ロ
島
万
分
）

＊
百
目
の
あ
ず
き
と
ぎ
宕
分
）

◎
新
着
ビ
デ
オ

＊
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
花
火
孟
分
）

＊
ア
ミ
ー
ゴ
友
だ
ち
宕
分
）

＊
知
ら
ん
ぷ
り
の
目
芯
分
）

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
冥
芭
１
１
５
１

ル
０
１
２
０
１
０
４
８
２
２
４

．
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
壷

０
４
３
（
２
２
７
）
９
１
１
０

（
千
葉
県
警
本
部
）

※
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、
専
門
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
、
寵
話
に
よ
る
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
も
行
っ
て
い
ま
す

◎
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
（
少
年
に

関
す
る
相
談
所
）
壷
０
４
３

（
２
２
５
）
７
８
６
７

’
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

特
に
不
法
投
棄
の
目
立
つ
、
国

道
６
号
線
北
側
の
農
地
で
の
不

法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
に
、
６
月

”
日
（
火
）
午
後
５
時
か
ら
、
同

地
区
内
で
不
法
投
棄
防
止
共
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
地
区
は
、
我
孫
子
市
と

柏
市
に
ま
た
が
る
農
地
で
柏

市
、
我
孫
子
・
柏
両
警
察
署
、

利
根
土
地
改
良
区
と
共
同
で
、

通
行
す
る
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、

チ
ラ
シ
と
携
帯
灰
皿
を
配
っ
て
、

ゴ
ミ
の
ボ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄

の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、
お
子

さ
ん
の
夏
休
み
に
あ
わ
せ
、
次
の

期
間
中
毎
日
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
と
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
の
営
業
を
行
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
の
、
小
さ
な
列
車

の
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
７
月
型
日
（
土
）
か
ら
８

み
ん
な
で
ミ
ー
ー
Ｓ
Ｌ
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
も
う

敬老椀金を
繍勿します
申請書を ご返送く ださい

女
性
団
体
・
個
人
の
自
主
活
動
発
表
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
７
月
型

会
ラ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ご
開
設
者
募
集
日
王
）
ま
で
に
〒
２
７
７
１
０
８
８

県
女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
男
女
２
柏
市
柏
の
葉
４
の
３
の
１
県
女

共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
性
セ
ン
タ
ー
實
遡
８
６
０
２
へ
郵

女
性
が
さ
ら
に
社
会
的
に
力
を
つ
送
ま
た
は
持
参

け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
親
と
子
の
ジ
エ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
講
座

め
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
「
自
分
ら
し
さ
っ
て
ナ
ニ
？
」

中
心
と
し
た
「
女
性
団
体
・
個
人
楽
し
く
ジ
エ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
を

の
活
動
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
学
び
な
が
ら
、
男
の
子
ら
し
さ
、

あ
な
た
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
女
の
子
ら
し
さ
に
と
ら
わ
れ
な
い
、

を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
個
性
の
大
切
ざ
を
学
び
ま
す
。

▼
募
集
内
容
女
性
団
体
・
個
人
▼
日
時
・
場
所
８
月
迦
日
（
士
）
・

が
企
画
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
空
日
（
日
）
、
県
女
性
セ
ン
タ
ー

▽
応
募
資
格
県
内
の
女
性
団
▼
内
容
講
義
、
親
子
ク
ッ
キ
ン

体
・
個
人
（
営
利
目
的
や
宗
教
．
グ
、
天
体
観
測
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

政
治
活
動
に
か
か
る
も
の
は
不
可
）
▽
対
象
。
定
員
小
学
校
高
学
年

▼
開
催
日
ｎ
月
知
日
・
幻
日
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、
零
組

※
参
加
団
体
説
明
会
を
７
月
型
日
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

（
土
）
午
後
１
時
犯
分
か
ら
、
さ
わ
や
▽
受
講
料
無
料
査
材
鐵
実
蓮

か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
応
話
で
８
月
、
日
（
火
）
ま
で
に
県
女

募
用
紙
（
市
役
所
企
画
課
に
用
意
）
性
セ
ン
タ
ー
電
（
廻
８
６
０
２
へ

月
訓
旦
火
）
ま
で
雨
天
・
荒
天
の

場
合
は
中
止
。
以
降
皿
月
末
ま
で

は
、
土
・
日
・
祝
日
の
み
営
業
）

▼
営
業
時
間
午
前
、
時
か
ら
午

後
５
時
（
ｍ
月
か
ら
は
午
後
４
時

ま
で
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
貸
し
出

し
は
終
了
時
間
の
１
時
間
前
ま
で
）

▼
場
所
手
賀
沼
公
園

市
で
は
、
高
齢
者
の
長
寿
を
祝

い
、
９
月
に
祝
金
を
お
贈
り
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
申
請

沓
を
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
で
申

請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、

介
護
支
援
課
へ
ご
連
絡
く
だ
き
い
。

▼
対
象
者
９
月
１
日
現
在
で
市

内
に
引
き
続
き
５
カ
月
以
上
居
住

し
、
次
に
該
当
す
る
方

◎
力
歳
の
方
（
大
正
加
年
９
月
２

日
か
ら
大
正
洞
年
９
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）
：
・
１
万
円

評
毫
鐺
察
菱
蕊
募
集

▲
県
‐
女
牲
‐
吃
仙
幽
に
夕
い
Ｉ
】

▼
料
金
＊
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
…
１
周
１

０
０
円
＊
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
・
・

３
時
間
５
０
０
円
、
以
降
１
時
間

ご
と
に
１
０
０
円
（
小
学
生
以
下

は
半
鐘

▽
問
い
合
わ
せ
（
財
）
あ
ゆ
み
の

郷
公
社
雲
竪
１
１
３
０
（
土
・
日

耀
日
・
祝
日
を
除
く
）

◎
配
歳
の
方
（
明
治
網
年
９
月
２

日
か
ら
明
治
“
年
９
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）
。
：
２
万
円

◎
的
歳
の
方
（
明
治
聖
年
９
月
２

日
か
ら
明
治
詔
年
９
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）
…
３
万
円

◎
１
０
０
歳
以
上
の
方
（
明
治
翠

年
９
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

．
：
５
万
円

▼
申
請
期
限
７
月
知
日
釜
）

▼
贈
呈
方
法
口
座
振
込

▼
問
い
合
わ
せ
介
護
支
援
課
容

（
お
）
１
１
１
１
内
線
３
１
０

－
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|謹み蟹譜綴る爵潤
し日時8月3日(火)午前10時か

ら正午（荒天中止）

し集合場所中央公民館

し定員先着40人

し参加費無料

し申し込み・問い合わせ電話で

商工観光課恋(85)1111内線329へ

瞳 醗醗騒
|晶衰ｽ夢_琴標薑｜
◎ボスター明るい選挙推進を表

すもの（一人1点まで）

惨作品規格4mT1×誠mから5mn

x40cmのものまでで、画材は自由

(紙や布以外でも可）

◎標語①きれいな選挙推進を訴

えるもの②棄権防止を呼びかけ

るもの、いずれも20字以内で短冊

に記載（1枚に1作品、一人2点

まで）

し応募方法・問い合わせポスタ

ーは作品の裏側右下に、標語は作
ふりがな

品の左横に住所、氏名、年齢、性

別（児童生徒は、学校名、学年
ふりが秒

氏名、性別）を明記し、郵送で8

月31日（火・必着）までに我孫子

1858市役所選挙管理委員会壷(85）

1111へ

副みやさしく学べる
三手賀沼船上｢童1禾 ’ 忘れずに納めましょうみ木工教室

、

すずきまりあ

鈴木真利亜ちゃん
（我孫子・1歳1カ月）

壁掛け時計づくりにチャレンジ

してみませんか。

b日時．場所8月10B(JAL)午後

1時から4時、ふれあい工房

，対象小学校4年生から6年生

し定員先着15人

し参加費800円

伝申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、学年、電話番

号を明記し、7月30B(金・消印

有効）までに新木1637あらき園盆

(88)4188へ

~~ー－－一‐‐‐－－~‘q

今 月の休菌日

明るい選挙
啓発ボズター。標語

圏固醗囮 ’’青年ボﾗﾝﾃｨｱ養成講座し日時7月21日(水)午前9時30

分から11時30分（参加費無料）

し場所中央公民館
おちて

’講師表てる子（弁護士）

※手話通訳があります

し問い合わせ中央公民館恋(82）

0515

’第4土曜日映画会 し日時7月24日(±）25日（日）

午前10時から午後3時

似場所西部福祉センター

し内容応急処置法、車イス体験

手話体験、障害者との交流など

惨対象・定員18歳以上40歳未満

の方、先着30人

し参加費1000円（昼食代）

し申し込み・問い合わせ電話で

7月21日(水)までにボランティア

センター壷(85)5233へ

園 践圃園抄日時7月24日(±)午前10時か

ら正午（参加費無料）

，場所湖北地区公民館

し上映作品◎ちびまる子ちゃん

◎ゆうかんな十人のきょうだい

◎セロひきのゴーシュ

レ対象小学生以上（幼児は保護

者同伴で可）

，問い合わせ湖北地区公民館壷

(88)4433（申し込み不要）

’定例教育委員会

，日時・場所7月27日(火)午後

1時30分、水道局4階会議室

し問い合わせ教育委員会総務課’
国際交流協
｢日本のうtを歌いましょう

会｜
｣_の会」

戦没者のご遺族の皆さんへ
特別弔慰金が支給されます

日本の、なつかしく、誰もがよ

く知っている歌を覚えて歌ってみ

ませんか。練習の合間には、ミニ

コンサートやティーパーティーも

あります。

陽日時7月24日(±)午後2時

，場所市民プラザ

し定員先着30人

し参加費200円

し申し込み。問い合わせ電話で

7月21日(水)までに国際交流協会

(AIRA)事務局壷(83)1231'R

満州事変以降の戦没者等の遺族

で、平成11年4月1日現在におい

て恩給法による公務扶助料、遺族

援護法による遺族年金等を受給し

ていない遺族に対して特別弔慰金

が支給されます。

し対象戦没者死亡当時の三親等

内親族のうち‘平成7年4月1日

から平成11年3月31日までに、公

務扶助料、遺族年金等の受給権者

が死亡等により失権した遺族

※前回の特別弔慰金受給権者は、

今回の支給対象にはなりません

惨支給金額額面24万円（6年償

還の記名国債）

し請求期限平成14年3月31日

惨問い合わせ生活支援課社会係

a(85)11'11内線377

’’ |，
１
１ 高校生ボランティア教室夏休み子ども折り紙教室
，日時7月28日(水)午後1時30

分から4時

，場所湖北地区公民館

，テーマ動物園…ゾウ、パンダ

サル、コアラ、キリンなど

，対象。定員小学生以上‘先着

30人

，参加費400円（当日持参）

し持参ハサミ、ノリ、作品を持

ち帰るための箱袋

，指導折り紙グループ

，申し込み・問い合わせ電話で

湖北地区公民館壷(88)4433へ

似曰時7月27日(火)から30B

(金)午前9時15分から午後5時

し場所市民会館および福祉施設

し内容車イスウオツチング、手

話、福祉施設ボランティア体験等

し対象・定員福祉やボランティ

アに興味のある高校生、先着30人

し参加費2000円（昼食代4日分う

い申し込み・問い合わせ電話で

7月23日(金)までにボランティア

センター壷(85)5233へ

ちば文化祭'99
芸術フェスティバル作品

'募集内容俳句、川柳、絵画、

書道、写真、彫刻、工芸、デザイ

ン

※開催場所・期間、出品料などは

各分野で異なります。詳しくは募

集要項（各公民館・教育委員会に

用意）をご覧になるか、ちば文化

祭実行委員会芸術フェスティバル

運営部会事務局壷043(223)4127'､

“自然と遊ぼう”
サマーキャンプイン清里 ’
似日程。場所8月5日（木）・6

日(金）（1泊2日）、山梨県清里

キープフォレスターキャンプ場

し対象。定員一人親家庭の親子

(小学校1年生以上)、先着30人

※子どものみの参加も可。ただし

小学校3年生以上中学生まで

し参加費中学生以上9000円、

小学生7000円

し申し込み。問い合わせ電話で

7月26日(月)までに社会福祉協議

会壷(84)1539へ

’障害児のための水慣れ教室
修日時7月28日(水)から30日

(金）（3日間）午前10時から11時

･･･肢体不自由児、午前11時から正

午･知的障害児

D場所ユアースポーツクラブ

(東我孫子駅前）

し対象・定員肢体不自由児、知

的障害児(幼児から小学校低学年）

とその親、先着10組（ただし、医

師からプールに入ることや、運動

を止められていない方）

惨参加費1組2500円

し申し込み・問い合わせ電話で

林容(87)0093へ

｜'1 ｜牛乳乳製
料理コン

用
ル

利
一 ’

1
1

品
ク小｡中学生ﾜー ｸｷﾔﾝﾌ゚

’
東京空襲で犠牲となった方の
名簿を作成します

修曰時。場所8月10日(火)午

前9時15分から11日(水)午後5

時（1泊2日）、手賀の丘少年自

然の家および福祉施設

陰内容レクリエーション、車イ

スやガイドヘルパー体験、手話、

福祉施殼でのボランティア体験

し対象。定員小学校5年生から

中学校3年生、先着30人

惨参加費3000円

，申し込み。問い合わせ電話で

7月30B(金)までにボランティア

センター念(85)5233へ

牛乳・乳製品を使った、アイデ

ア料理を募集します。

し応募資格現職の調理師を除く

県内在住の方（1家族1名に限り

何点でも応募可能）

し応募方法・問い合わせ所定の

用紙または便せんに、料理名、4

人分の材料（牛乳を100m1以上使

用）、材料費(2400円以内）、作

り方、所要時間（1時間以内）、

郵便番号、住所、氏名、年齢、性

別、職業、電話番号を明記し、8

月31日（火・消印有効）までに〒

260-0014千葉市中央区本千葉町13

の1本千葉ビル県牛乳普及協会壷

043(224)4839へ郵送

東京都では、東京空襲の犠牲者

を追悼し、平和を願うため、名簿

を作成します。ご遺族等の連絡を

お待ちしています。

傍名簿にのせる方東京空襲（昭

和17年4月18日から昭和20年8月

15日）で亡くなられた方

捗連絡方法・問い合わせハガキ、

手紙またはファクスで平成12年5

月31日までに、亡くなられた方の
ふりがな

氏名J性別、死亡時の年齢、死亡

年月日・場所、連絡者の住所、氏

名、電話番号、亡くなられた方と

の関係を明記し、〒163-8001新宿

区西新宿2の8の1都庁生活文化

局東京空襲犠牲者名簿担当冠03

(5388)3141、ファクス03(5388）

1336へ

◎公共施設利用の継続的な活動は、

優先的|こ場所が確保されているも

のではありません。

’ ’平和行進我孫子コース

し日時7月22日(木)午前9時15

分湖北駅南口集合（雨天実施）

しコース湖北駅南口一吟第二小学

校（休憩）→天王台北近隣センタ

ー（昼食）→手賀沼公園→つくし

野4号公園（午後4時到着予定）

※昼食は主催者で用意します

し問い合わせ佐藤盆(88)8632

(午後7時以降）

｜

｜’
我 孫子理容組合
チャリティーカラオケ＆文化祭~我~孫~字~高等技術専門校

無料ワープロ。トレース講習 シ日時9月7日(火)午前10時開

演（入場無料）

し場所湖北地区公民館

し出場申し込み7月31日(土)ま

でに理容組合加盟店（｢子ども110

番の家」の看板のある店）へ直接

参加費2000円（昼食代含む）を持

参（各店舗先着1人）

惨問い合わせ川村a(82)8993

※当日、お楽しみ柚撰会あり

，日時。場所8月5日（木）・6

日(金)午前9時から午後4時、県

立我孫子高等技術専門校

◎ワープロ講習

’内容パソコン（一太郎）によ

るワープロ初歩から文書作成まで

惨定員15人（応募者多数の場合

は抽選）

◎トレース上級講習

腰内容トレース中級程度の実力

を持っている方で上級（2級）以

上を目指す方

D定員20人（応募者多数の場合

は抽選）

し申し込み。問い合わせいずれ

の講習も、往復ハガキに住所、氏

名、年齢、職業、講習名を明記し

7月30日（金・必着）までに久寺

家684の1我孫子高等技術専門校

壷(84)6411へ

ﾊﾜｲｱﾝ‘ﾊ゚ ﾝドﾒﾝー

’第22回湖北ミニコンサート し練習日土曜日 の午後や夜間を

中心に月3回程度

し場所近隣センターなど

し対象ギター、ウクレレ、ベー

ス、歌などができる40歳以上の方

し内容老人ホームでのボランテ

ィア演奏など

少会費月額1000円程度

し申し込み・問い合わせ電話で
はた

畑査(88)8005'X(午後8時以降）

陰日時。場所8月8日(日)午後

1時開演、湖北地区公民館

し内容フルート、ピアノ、ハン

ドベル、独唱‘合唱ほか

し入場料無料

し問い合わせ山下壷(88)1673
B(85)1313

'11 ’I猪(きつ軌)を考えるつどい ｜日l1iI当番医・1週間の行事

’｜ |ﾃﾚﾎﾝｻービｽ|副87)11411フルート音楽のひととき
似曰時7月24日(土)午後1時30

分から4時30分（参加費無料）

し場所松戸市民劇場（松戸駅西

口下車徒歩5分）

し内容講演、体験談発表など

し対象。定員吃音者、吃音問題

に関心のある方、先着60人

し申し込み・問い合わせ電話で

糊容047(345)6644ヘ

｜ 夜 ｜ 川 当 番 医

武蔵野音楽大学の皆さんを迎え

て演奏会を行います。

し日時7月24日(土)午後1時30

分から午後3時（入場無料）

し場所アビイホール（イトーヨ

ーカド－3階）

惨問い合わせアビイクオーレ盆

(82)1351

冠(85)5000
サロン・ド・フルーブー妻~員
(人体デッサンを主としたデッサン会） ’
し活動日・場所8月から毎月第

3月曜日、湖北台近隣センター

し会費月額2000円

し申し込み・問い合わせ電話で

松岡盃(89)0481'､

人口と世帯数（7月1日現在）

＊人□127,307人

／画世帯数46,223世帯

この広報紙は再生紙を使用しています

項目

固定資産税・都市計画税
第2期

国民年金(払込期限）

国民健康1

水道料金

災税第2期

納期限
(口座振替日）

8/2(月）

30(金）

8/2(月）

26(月）

市民図書館

峡‘洲馳舩賊

鳥の博物館

市 民 会 館

”脇･酬離ｾﾝﾀー

市 民 体 育 館

ふれあい工房

19(月)､26(月）

19(月)､20(祝)､26(月）

19(月)､21(水)､26(月）

19(月)､26(月）

19(月)､20(祝)､26(月）
27(火）

26(月）

19(月)､26(月）

公 開 講 演会
＝成年後見制度等の概要＝

ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽ

ﾃﾚﾎﾝ廿イド

ﾌｧｸｽガイド 恐(83)600C


